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▼
苦
節
10
年
と
い
う
け
ど
、

ま
さ
に
10
年
の
闘
い
の
上

に
勝
ち
取
っ
た
勝
利
で
す
。

東
京
高
裁
で
念
願
の
一
人

親
方
や
小
零
細
事
業
主
へ

の
国
の
責
任
を
認
め
た
判

決
に
は
涙
を
流
し
て
喜
び

あ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

７
度
、
国
の
責
任
を
認
め

る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
一
人
親
方
や
事

業
主
は
労
基
法
上
労
働
者

じ
ゃ
な
く
、
そ
の
責
任
は

な
い
と
の
免
罪
。
原
告
を

二
分
す
る
判
決
で
し
た
が
、

今
回
の
東
京
高
裁
（
東
京

ル
ー
ト
）
で
出
さ
れ
た
判

決
で
原
告
全
員
に
対
し
て

国
の
責
任
が
あ
る
と
認
め

ま
し
た
。

▼
大
牟
田
支
部
の
原
告
の

中
に
も
第
１
審
の
判
決
で

二
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
れ
か
ら
多
く

の
仲
間
た
ち
が
同
じ
被
害

に
な
っ
て
も
、
い
ち
い
ち

裁
判
を
起
こ
さ
な
く
て
も

い
い
よ
う
に
と
「
あ
や
ま

れ
！
つ
ぐ
な
え
！
な
く
せ

ア
ス
ベ
ス
ト
！
」
原
告
一

丸
と
な
っ
て
一
生
懸
命
に

頑
張
っ
て
き
た
成
果
で
す
。

▼
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
た
仲
間
の
顔
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。
あ
の
笑

顔
、
あ
の
真
面
目
な
姿
、

あ
の
や
さ
し
さ
が
、
ア
ス

ベ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
も
が

き
苦
し
ん
で
い
っ
た
が
仲

間
の
顔
が
。

▼
遺
族
原
告
を
先
頭
に
仲

間
の
運
動
が
こ
こ
ま
で
大

き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

九
州
の
訴
訟
で
更
な
る
前

進
を
勝
ち
取
る
た
め
に
頑

張
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

３
月
14
日
、
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
東
京
１
陣
訴
訟

（
東
京
ル
ー
ト
）
の
高
裁

判
決
が
東
京
高
裁
で
言
い

渡
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の

神
奈
川
ル
ー
ト
の
高
裁
判

決
に
続
き
、
高
裁
で
の
２

例
目
の
判
決
で
す
。
今
回

も
国
の
責
任
を
認
め
る
判

決
と
な
り
、
こ
れ
で
国
に

連
続
８
度
目
の
勝
利
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
判
決
で

は
一
人
親
方
や
中
小
事
業

主
も
救
済
の
対
象
と
な
る

更
に
前
進
し
た
結
果
へ
。

東
京
高
裁
前
で
は
多
く

の
仲
間
が
旗
出
し
を
見
守

り
、
「
勝
訴
」
が
出
た
瞬

間
に
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

同
日
は
、
福
岡
で
も
連

帯
集
会
が
行
わ
れ
、
ラ
イ

ブ
中
継
す
る
動
画
を
見
な

が
ら
、
勝
利
の
瞬
間
を
共

有
し
ま
し
た
。

集
会
の
中
で
、
１
陣
原

告
の
石
原
さ
ん
か
ら
は

「
自
分
も
一
人
親
方
と
し

て
原
告
で
闘
っ
て
い
る
。

東
京
で
の
一
人
親
方
を
含

め
た
判
決
は
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
九
州
で
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
」
石
橋
さ

ん
か
ら
は
、
「
夫
は
一
人

親
方
で
は
な
か
っ
た
が
、

今
ま
で
一
人
親
方
が
線
引

き
さ
れ
て
、
い
つ
も
く
や

し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
感
激
す
る
判

決
で
し
た
。
」
と
思
い
を

話
し
、
さ
ら
に
九
州
で
頑

張
っ
て
い
く
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

【
２
陣
原
告

丸
山

清
子
】

３
月
23
日
、
午
前

８
時
30
分
よ
り
議
員

会
館
へ
賛
同
の
要
請

書
を
持
参
し
３
班
に

分
か
れ
６
名
で
行
動

し
ま
し
た
。
参
議
院
、

衆
議
院
の
部
屋
へ
訪
問
。

鳩
山
二
郎
氏
の
秘
書
の
方

が
部
屋
へ
案
内
さ
れ
、
１

陣
２
名
２
陣
２
名
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
伝
え
て
来
ま

し
た
。
議
員
会
館
へ
の
訪

問
す
る
事
な
ど
生
涯
で
初

め
て
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

午
後
１
時
よ

り
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
の
決

起
集
会
に
は
、

２
７
１
９
名
が

参
加
。
議
員
の
方
の
発
言
、

東
京
の
原
告
の
切
実
な
訴

え
な
ど
が
あ
り
、
参
加
し

た
議
員
か
ら
は
、
「
こ
の

問
題
に
は
野
党
与
党
も
関

係
な
く
取
組
む
べ
き
」
と

発
言
も
。
議
員
の
方
々
に

も
た
く
さ
ん
協
力
賛
同
し

て
も
ら
い
早
期
解
決
を
め

ざ
し
ま
す
。

東
京
へ
の
参
加
は
体
力

が
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
体
力
を
つ
け
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
一
致
団
結
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

８度の勝訴で国の責任は不動のものに

議員会館にて原告から直接要請

【
徳
永
啓
示
・
大
工

米
生
延
命
】

３
月
19
日
は
九
州

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
の
10
回
目
の
裁
判

が
あ
り
ま
し
た
。
組

合
員
の
一
人
と
し
て
、

私
は
自
分
の
仕
事
し

か
知
ら
な
い
も
の
で

す
が
、
初
め
て
裁
判

所
に
行
き
法
廷
か
ら
傍
聴

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

裁
判
官
の
交
代
に
と
も
な

い
被
害
の
真
実
を
生
の
声

で
、
も
う
一
度
新
し
い
裁

判
官
に
届
け
る
こ
と
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

訴
訟
支
援
に
参

加
し
て
思
っ
た
こ

と
は
、
仲
間
の
被

害
者
が
ま
っ
た
な

し
の
命
の
補
償
な

の
で
、
一
日
も
早

く
国
も
企
業
も
誠

意
を
も
っ
て
、
一

刻
も
早
く
対
処
、

対
応
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
し

た
。
我
々
参
加
者

の
叫
び
で
も
あ
り
、
高
裁

の
判
決
は
絶
対
に
勝
訴
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。



拡大
数

達成
まで

勝　立 3 0 3

米生延命 3 2 1

船　津 4 4 0

松　原 2 2 0

白　光 4 5 -1

甘　木 3 1 2

歴木Ａ 2 0 2

歴木Ｂ 3 0 3

田　隈 5 11 -6

橘 5 6 -1

高　田 2 5 -3

大　和 3 4 -1

瀬　高 2 0 2

山　川 2 1 1

南　関 3 0 3

荒　尾 6 8 -2

事業所 9 16 -7

合　計 61 65 -4

春の目標
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み
な
さ
ん
の
日
頃
か
ら

の
声
か
け
や
訪
問
が
実
り
、

準
備
月
間
中
の
３
月
16
日

に
県
本
部
拡
大
目
標
56
名
、

３
月
23
日
に
支
部
目
標
61

名
を
達
成
し
ま
し
た
。

組
合
を
訪
れ
た
仲
間
は
、

「
仕
事
仲
間
が
み
ん
な
福

建
労
の
こ
と
言
い
よ
ら
し

た
ん
で
き
ま
し
た
」
と
組

合
員
か
ら
労
災
や
雇
用
保

険
、
中
建
国
保
、
確
定
申

告
、
社
会
保
険
未
加
入
問

題
の
対
策
な
ど
の
組
合
の

情
報
を
聞
い
て
の
加
入
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

拡
大
月
間
も
残
り
ひ
と

月
、
全
分
会
で
の
達
成
め

ざ
し
て
毎
週
木
曜
日
の
統

一
行
動
日
を
中
心
に
行
動

し
て
い
き
ま
す
。

仕
事
確
保
、
賃
金
引
上

げ
、
重
税
反
対
、
社
会
保

障
充
実
な
ど
、
私
た
ち
の

要
求
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
特
に
今
年
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
で
苦
し
ん
で

い
る
仲
間
、
こ
れ
か
ら
増

え
る
多
く
の
被
害
者
の
た

め
基
金
設
立
に
む
け
た
運

動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

年
で
す
。
要
求
実
現
に
は
、

仲
間
を
増
や
す
事
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

知
人
や
近
所
、
現
場
の
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
加
入
の
仲
間
が
い
た
ら

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

３
月
11
日
（
日
）
、
大

牟
田
市
築
町
公
園
で
「
さ

よ
な
ら
原
発
大
牟
田
市
民

の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
建
労
か
ら
は
20

名
が
参
加
。
全
体
で
２
５

０
名
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
福
島

原
発
事
故
か
ら
７
年
に
な

り
ま
す
が
、
大
量
の
放
射

能
汚
染
で
、
今
な
お
、
約

９
万
人
の
住
民
が
故
郷
を

追
わ
れ
、
事
態
は
収
束
し

て
い
ま
せ
ん
。
現
内
閣
は

「
原
発
ゼ
ロ
」
、
「
原
発

再
稼
働
反
対
」
を
求
め
る

国
民
多
数
の

声
を
無
視
し
、

川
内
原
発
再

稼
働
に
続
い

て
、
玄
海
原
発
の
再
稼
働

を
決
定
し
て
い
ま
す
。
玄

海
原
発
は
７
年
間
止
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
電
力
不
足

に
は
陥
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
国
民
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

原
発
再
稼
働
に
断
固
反
対

し
て
、
こ
れ
以
上
の
被
害

を
生
ま
な
い
よ
う
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

３
月
18
日
（
日
）
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
勝
利
へ
総

決
起
集
会
を
福
岡
市
冷
泉

公
園
に
て
開
催
。
３
月
14

日
の
東
京
高
裁
の
一
人
親

方
も
救
済
す
る
責
任
が
あ

る
と
の
画
期
的
判
決
が
で

た
あ
と
の
初
の
集
会
。
会

場
に
は
仁
比
聡
平
参
議
院

議
員
や
野
田
国
義
参
議
院

議
員
も
参
加
し
早
期
解
決

に
向
け
て
国
会
か
ら
も
呼

び
か
け
て
い
く
と
発
言
も

あ
り
、
熱
気
あ
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。
大
牟
田
支

部
か
ら
は
バ
ス
４
台
で
１

８
７
名
、
福
建
労
全
体
で

は
１
３
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
３
・
18

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

福
岡
県
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
様
々
な
市
民
や
団
体
、

国
会
議
員
な
ど
か
ら
全
体

で
５
０
０
０
名
が
ア
ベ
政

治
を
許
さ
ず
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
と
集
結
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
、
福
岡
の
中
心

地
を
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ

な
い
」
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
根
絶
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

で
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
デ

モ
行
進
し
ま
し
た
。

３
月
26
日
早
朝
、
大
牟

田
支
部
管
内
の
10

駅
頭

（
JR
大
牟
田
、
荒
尾
、
銀

水
、
吉
野
、
渡
瀬
、
瀬
高
、

西
鉄
大
牟
田
、
新
栄
町
、

銀
水
、
柳
川
）
と
南
関
町

で
は
、
い
き
い
き
村
に
て

「
若
者
が
未
来
を
託
せ
る

建
設
業
に
す
る
に
は
賃
金

ア
ッ
プ
と
処
遇
改
善
が
緊

急
の
課
題
に
」
と
。
ま
た
、

大
牟
田
市
役
所
前
で
は
市

役
所
に
出
勤
し
て
く
る
職

員
に
も
「
確
保
さ
れ
た
法

定
福
利
費
が
現
場
従
事
者

に
確
実
に
い
き
わ
た
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
」
と
宣

伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
動
は
、
各
分
会

の
役
員
が
最
寄
り
の
駅
頭

で
、
出
勤
す
る
労
働
者
や

消
費
者
に
理
解
を
求
め
る

た
め
に
毎
年
お
こ
な
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

公
共
工
事
の
設
計
労
務

単
価
が
６
年
連
続
で
引
上

げ
ら
れ
、
平
成
24
年
に
比

べ
れ
ば
、
43
％
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

場
に
は
そ
の
引
き
上
げ
が

廻
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
の
完
全
適
用

と
他
産
業
の
労
働
者
と
同

じ
賃
金
が
確
保
さ
れ
、
若

者
が
魅
力
あ
る
建
設
業
界

に
な
る
よ
う
今
後
も
運
動

し
て
い
き
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
が
、

華
々
し
い
だ
け
の
三

池
炭
鉱
で
は
な
か
っ

た
。
そ
ん
な
、
宮
ノ

原
・
万
田
・
三
川
な

ど
の
炭
鉱
遺
跡
を
巡

り
、
三
井
鉱
山
で
働
か

れ
て
い
た
方
に
当
時
の

話
を
伺
い
ま
す
。

５
月
６
日
（
日
）
に

大
牟
田
郵
便
局
前
に

９
時
30
分
に
集
合
し
ま

す
。
終
了
予
定
は
17
時

で
す
。

参
加
さ
れ
る

方
は
、
４
月
29
日
ま
で

に
組
合
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

参
加
費
１
，
５
０
０
円

（
昼
食
代
も
含
む
）
。

憲法改正という争点につい

て、日本国憲法の性格や特徴

を確認し、憲法改正への動き

の背景について、上智大学国

際教養学部長・教授の中野晃

一さんを講師に招き、政治学

の視座から考えてみたいと思

います。前売り券５００円で

すが、組合員の方は無料券さ

しあげます。参加の方は組合

事務所までご連絡を。

街中を通行する人々にアピール

西鉄新栄町駅にて宣伝

松原分会･堤さん

中野教授



病院 日程

4月8日(日)

4月13日(金) 14:00～16:00 17:00～19:00

4月18日(水) 14:00～16:00 17:00～19:00

4月22日(日)

4月26日(木) 14:00～16:00 17:00～19:00

4月12日(木) 9:00～11:45 14:00～16:30 17:00～17:45

4月13日(金) 9:00～11:45 14:00～16:30

4月14日(土) 9:00～11:45

4月16日(月) 9:00～11:45 14:00～16:30

4月17日(火) 9:00～11:45 14:00～16:30 17:00～17:45

4月16日(月) 9:30～11:30

4月17日(火) 9:30～11:30

4月18日(水) 9:30～11:30

4月19日(木) 9:30～11:30 14:00～16:30

4月20日(金) 9:30～11:30

4月23日(月) 9:30～11:30 14:00～16:30

4月24日(火) 9:30～11:30

4月25日(水) 9:30～11:30

4月26日(木) 9:30～11:30 14:00～16:30

4月27日(金) 9:30～11:30 14:00～16:30

さかき
診療所

4月17日(火) 14:00～18:30

中央
診療所

時間

中友
診療所

8:30～12:00

14:00～18:30

米の山
病院

8:30～12:00

（３） ２０１８年 ４月１日 あ し ば 第５４３号

５
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

８
日
（
日
）
県
青
年
部
委
員
会

県
本
部
会
館

11
日
（
水
）
県
シ
ニ
ア
友
の
会
代
表
者
会
議

糸
島

12
日
（
木
）
レ
セ
プ
ト
点
検
会

県
本
部
会
館

12
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

14
日
（
土
）
全
県
書
記
局
研
修
会
議

県
本
部
会
館

14
日
（
土
）
九
州
機
関
紙
協
会
定
期
総
会

福
岡
県
労
連

15
日
（
日
）
県
青
年
部
朝
倉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

朝
倉

17
日
（
火
）
本
部
労
安
活
動
者
会
議

県
本
部
会
館

18
日
（
水
）
愛
好
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

熊
本
CC

19
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

20
日
（
金
）
支
部
パ
ソ
コ
ン
教
室

組
合
事
務
所

20
日
（
金
）
県
技
対
部
活
動
者
会
議

県
本
部
会
館

21
日
（
土
）
県
シ
ニ
ア
友
の
会
交
流
会

糸
島

24
日
（
火
）
築
炉
じ
ん
肺
裁
判
支
援

福
岡
裁
判
所

25
日
（
水
）
本
部
４
役
・
５
役
会
議

県
本
部
会
館

26
日
（
木
）
拡
大
統
一
行
動
日

各
分
会

27
日
（
金
）
新
加
入
者
教
室

組
合
事
務
所

29
日
（
日
）
あ
さ
が
お
の
会
総
会

福
岡

１
日
（
火
）
第
89
回
統
一
メ
ー
デ
ー

築
町
公
園

１
日
（
火
）
支
部
執
行
委
員
会

組
合
事
務
所

２
日
（
水
）
本
部
執
行
委
員
会

県
本
部
会
館

６
日
（
日
）
９
条
の
会
・
憲
法
講
演

文
化
会
館

６
日
（
日
）
三
池
炭
鉱
遺
跡
め
ぐ
り

炭
鉱
遺
跡

５

月

の

行

事

予

定

４

月

の

行

事

予

定

４月１日から全建総連の「資格取

得報奨金制度」が開始されます。４

月１日以降に資格取得をした場合、

合格証の写しを添付して申請するこ

とにより、取得資格の種類に応じて

１０，０００円、６，０００円、３，

０００円が支給されます。

今までは福建労のたすけあい共済

から青年部を対象に資格取得祝い金

が支給されていましたが、この制度

は組合員全員が対象です。もちろん、

青年部加入者は両方申請することが

できます。ぜひご自分のスキルアッ

プも含めて資格取得をめざしましょ

う。

区分１：10,000円
一級建築士、設備設計一級建築士、

構造設計一級建築士、単一等級技能

士、一級技能士、一級施工管理技士、

第一種電気工事士、電気主任技術者

（第一種、第二種）、電気通信主任

技術者、登録基幹技能者

区分２：6,000円

二級建築士、木造建築士、二級技能

士、二級施工管理技士、第二種電気

工事士、電気主任技術者（第三種）、

電気通信工事担任者、職業訓練指導

員免許

区分３：3,000円／作業主任者

ガス溶接、コンクリート破砕器、

ずい道等の覆工、ずい道等の掘削

等、砕石のための掘削、鋼橋架設

等、コンクリート橋架設等、特定

化学物質等及び四アルキル鉛等、

鉛、木材加工用機械、地山の掘削

及び土止め支保工、型枠支保工の

組立て等、足場の組立て等、建築

物の鉄骨の組立て等、木造建築物

の組立て等、コンクリート造の工

作物の解体等、酸素欠乏・硫化水

素危険、有機溶剤、石綿

春
の
健
康
診
断
会
を
５

つ
の
病
院
診
療
所
で
実
施

し
ま
す
。
自
ら
の
健
康
管

理
を
し
っ
か
り
行
う
た
め

に
も
、
年
に
１
度
の
健
康

診
断
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
中

建
国
保
加
入
者
の
節
目
の

年
齢
に
よ
る
人
間
ド
ッ
ク

へ
の
一
部
補
助
も
再
開
し

ま
し
た
。
（
詳
細
は
保
険

証
交
換
会
等
に
て
）
こ
の

健
康
診
断
で
多
く
の
仲
間

が
病
気
を
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

健
診
料
等
詳
し
い
こ
と
は

事
務
所
ま
で
。

中
建
国
保
の
被
保
険
者

で
40
歳
以
上
の
方
は
家
族

も
含
め
て
必
ず
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

中
建
国
保
の
被
保
険
者
と

20
歳
以
上
の
家
族
は
無
料

で
す
。

中
建
国
保
以
外
の
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

福
建
労
で
の
基
本
健
診

１
０
，
５
０
０
円

企
業
健
診
Ａ

（
35
歳
と
40
歳
以
上
）

７
，
０
２
０
円
。

企
業
健
診
Ｂ

（
35
歳
未
満
と
36
～
39
歳
）

３
，
７
５
０
円
。

３
月
13
日
（
火
）
、
３

・
13
重
税
反
対
全
国
統
一

行
動
大
牟
田
地
区
集
会
を

大
牟
田
文
化
会
館
。
荒
尾

玉
名
地
区
集
会
を
玉
名
市

民
会
館
に
て
各
界
連
を
中

心
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

福
建
労
か
ら
は
両
会
場

で
２
５
７
名
が
参
加
。

消
費
税
率
10
％
へ
の
引

上
げ
や
軽
減
税
率
と
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
の
反
対
を

団
結
し
て
運
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
。
大
企
業
や
富

裕
層
を
優
遇
す
る
不
公
平

な
税
制
を
た
だ
し
、
応
能

負
担
の
原
則
に
基
づ
く
民

主
的
税
制
へ
転
換
す
べ
き

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

労
働
保
険
の
制
度
説
明

会
を
３
月
16
日
（
金
）
に

労
災
保
険
適
用
事
業
所
と

一
人
親
方
。
20
日
（
火
）

に
雇
用
保
険
適
用
事
業
所

向
け
に
開
催
し
、
全
体
で

１
０
７
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
労
働
保
険
の
目
的
や

仕
組
み
。
労
災
の
種
類
や

特
別
加
入
、
雇
用
保
険
に

つ
い
て
。
ま
た
、
労
働
基

準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、

労
災
保
険
法
な
ど
に
つ
い

て
も
内
容
の
確
認
が
あ
り

ま
し
た
。

事
業
主
や
一
人
親
方
の

特
別
加
入
の
加
入
方
法
に

間
違
い
が
な
い
か
。
（
労

働
者
を
１
０
０
日
以
上
連

れ
て
行
く
人
は
、
事
業
主

の
特
別
加
入
。
そ
う
で
な

い
場
合
は
一
人
親
方
労
災

へ
加
入
）
。
ま
た
、
作
業

場
や
倉
庫
で
の
建
設
現
場

と
関
係
な
い
作
業
を
従
業

員
が
す
る
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い

て
も
別
途
労
災
を
か
け
て

お
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と

な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

玉名地区では、町中をデモ行進

年度更新の説明も



５
月
１
日

（
火
）
は
メ
ー

デ
ー
で
す
。

国
民
が
そ
の

時
々
の
要
求

を
掲
げ
、
団
結
と
連
帯

の
力
を
示
す
日
、
労
働

者
の
祭
典
と
し
て
大
き

く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
参
加
で

成
功
さ
せ
る
た
め
、
本

人
、
ご
家
族
、
知
人
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
の

で
、
多
数
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
古
澤
喜
美
子

歴
木
Ａ
】

マ
チ
ガ
イ
探
し
、
７
つ

分
か
る
と
つ
い
投
稿
し
た

く
成
り
ま
す
。
酷
寒
な
冬

で
し
た
の
で
、
春
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。
車
検
、
免

許
更
新
（
年
齢
的
）
と
車

関
係
に
振
り
回
さ
れ
そ
う

で
す
。
（
金
銭
的
に
も
）

４
月
５
月
と
私
的
に
忙

し
く
成
り
そ
う
？
元
気
で

頑
張
ろ
う
！

【
浦
清
美

橘
】

今
年
も
や
っ
て
来
ま
し

た
集
団
申
告
!!

庭
の
し
だ
れ
梅
も
咲
き

始
め
て
、
春
が
近
づ
い
て

来
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

真
ん
中
の
孫
が
小
学
生
に

な
り
ま
す
。
年
の
す
ぎ
る

の
が
は
や
い
な
ぁ
～
っ
て
、

つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

【
藤
本
憲
子

田
隈
】

３
月
も
半
月
に
入
り
、

春
の
花
も
色
々
と
美
し
く

咲
き
卒
業
入
学
と
色
々
あ

り
ま
す
ね
。
天
気
が
良
く

晴
れ
て
い
る
と
き
は
、
外

出
す
る
の
も
楽
し
く
な
り

８
日
に
は
佐
賀
文
化
会
館

に
市
川
海
老
蔵
様
の
歌
舞

伎
を
見
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
初
め
て
見
て
と
て
も

感
動
し
て
来
ま
し
た
。

【
野
田
千
代
子

山
川
】

久
し
振
り
に
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
30
球
植
え
ま
し
た
。

自
分
で
植
え
る
と
楽
し
み

が
あ
り
ま
す
。
暖
か
く
な
っ

た
の
で
、
だ
い
ぶ
ん
成
長

し
て
来
ま
し
た
。
き
れ
い

に
咲
く
か
ど
う
か
、
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
で
す
。
初

め
て
八
重
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
な
の
で
。

【
黒
肥
地
征
子

荒
尾
】

寒
く
風
の
吹
く
日
も
あ

り
ま
す
が
、
も
う
す
ぐ
春

で
す
。
今
年
の
冬
は
寒
か
っ

た
で
す
ネ
。
咲
き
始
め
る

花
を
見
る
と
気
分
も
和
ら

い
で
来
ま
す
。
桜
が
咲
い

た
ら
久
し
振
り
に
延
命
公

園
で
も
行
っ
て
見
よ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
藤
川
清
志

荒
尾
】

春
と
は
名
ば
か
り
で
暖

か
く
な
っ
た
り
急
に
寒
か
っ

た
り
で
、
早
く
本
当
の
春

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ネ
。

今
頃
は
風
邪
で
も

無
い
様
で
す
が
眼

が
痒
か
っ
た
り
鼻

水
が
ジ
ョ
ロ
ジ
ョ

ロ
で
困
っ
て
ま
す
。

特
効
薬
っ
て
な
い

も
の
で
す
か
ね
。

皆
様
方
も
充
分
御

用
心
の
ほ
ど
を
な

さ
っ
て
下
さ
い
!!

２０１８年 ４月１日 あ し ば 第５４３号 （４）

７
つ
の
ま
ち
が
い
答
え
と
近
況
を
募
集
。
抽
選

で
５
名
様
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〒
８
３
６

０
０
４
４

大
牟
田
市
古
町
３
の
２

福
岡
県
建
設
労
働
組
合
大
牟
田
支
部

【先月の答】①犬のしっぽ ②左から２人目の人のポケッ

ト ③右から２人目の人のマフラー ④その人の釣り糸

⑤中央・氷上の魚の数 ⑥氷に空けた穴の数 ⑦右端の

人が座る椅子の高さ

私
た
ち
全
員
が
加
入
し

て
い
る
福
建
労
た
す
け
あ

い
共
済
に
、
小
中
学
入
学

祝
い
金
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
さ
ん
の
お
子
さ

ん
が
、
小
学
校
か
中
学
校

に
入
学
さ
れ
た
と
き
申
請

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

入
学
祝
い
金
の
申
請
期
限

は
６
月
末
ま
で
。
早
め
に

分
会
を
通
じ
て
申
請
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

（
組
合
費
封
筒
裏
参
照
）

５
月
１
日
（
火
）
は
、
メ
ー

デ
ー
に
参
加
の
た
め
事
務
所

を
閉
所
し
ま
す
。

毎
月
の
収

支
計
算
を
実

際
に
会
計
ソ

フ
ト
に
入
力

し
な
が
ら
の
パ
ソ
コ
ン
会

計
教
室
で
す
。
４
月
は
20

日
（
月
）
午
後
１
時
か
ら

で
す
。

楽天イーグルス戦の野球観

戦。県民集会参加者から優先

予約受付中。

阿蘇にパラグラーダーに挑

戦しに青年部で企画。若者の

参加待ってます。

岱明町の鍋松原海岸で地引

網と獲った海鮮でバーベキュー。

みんなで参加して楽しもう！


